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●今月号は理論的な特集でした．難しい話，

ピンとこない話もあったかもしれません．趣味

で楽器をやっている私は，昔からいろんな音

楽理論書を買いました．10冊，20冊と読ん
で至った結論は「理論は役に立つけど，結局

やらなきゃうまくならないよね」ということ．これ

は，多くの看護師さんの実感とも近いんじゃな

いかと思います．でも，そうはいっても理論が

すごく役に立つこともある．また，理論が役に

立つかどうかは，その人がどういう立場・状況

に置かれているかによって 180度変わってしま
うことでもある．結局，理論というのは「いいと

こどり」をしていくしかないということなんでしょ

うけれど，構造構成主義はその「いいとこどり」

を基礎付ける理論とのこと．「わかりあえない

からこそ，わかりあうために努力するんでしょ？」

という養老先生の言葉どおり，我 は々言葉

（理論）から離れて生きることはできないのかも

しれません． 【鳥居】

●私の叔母は従軍看護婦でした．南方戦線

に赴く病院船に乗り組んでいたそうです．当

時苦労をともにした「戦友」とは今も大変仲が

いいようですが，当時の具体的な話はあまり

聞いたことがありません．きっと私などには想

像のできないような経験を多くしてきたのでしょ

う．が，聞きにくい話であっても，今だからこそ

聞き，それを伝えていく必要があると思います．

そうしなければ，うさんくさい連中が自分の都

合のいいように歴史を捻じ曲げることに加担

することになってしまうと感じるからです．

特別寄稿で取り上げたラジオドラマ「天使

の赤紙」は，8月11日放送です．この日を，歴
史に向き合う機会としてみてください．【大野】

●天気に関する感じ方が，「雨はうっとうしくて

嫌だ」から「恵の雨」というように，最近は以前

とは違ってきた自分に気づきます．他愛ない

話なのですが，これは家庭菜園を始めたから

なのです．自分の意図が伝わらない，あるい

は相手の意図について自分は違った解釈を

していた，といったことがよく諍いの原因になり

ますが，それを辿っていくと，人間はとかく自分

に都合のよいように考え勝ちだというところに

行き着くように思います．しかし，個 の々“感じ

方”は厳然としてあるのですから，それを否定

する必要はないようにも思います．むしろ，自分

の感じ方を絶対と考えるのではなく，相対化

する努力の中にこそ，共同の可能性はあるは

ずです．「受容」という言葉が看護ではよく使

われますが，自分をわかることを差し置いて，

相手をわかろうとするところに一足飛びに行っ

てしまうのは危ういようにみえます． 【林田】
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眠らなければ始まらない！
睡眠と看護師の健康について考える
交替制と長時間という過酷な勤務体制にある看護師は，以前より最も「睡眠」
に悩まされてきた職業と言っても過言ではないでしょう．殊に，三交替から変
則二交替へと勤務体制を変更する施設が増えるなか，以前よりもさらに十分
な睡眠の維持が困難になったという話もよく耳にします．
今回の特集は，患者さんと自らの睡眠の工夫について常に考えておかなけれ
ばならない看護師が，より理解を深め，少しでも理想に近い「眠り」が得られる
ようにと組まれたものです．勤務体制の改革などは一看護師の力では困難で
すが，「睡眠」についての理解と対処法は，変革の原動力となるでしょう．

「眠ること」の重要性　睡眠の正体とその効果 白川修一郎
よい睡眠を促す環境づくり 眠るためにできること 高須奈々
不眠の代償　看護師の睡眠不足がもたらす損失 竹上未紗
交代勤務下での睡眠　業務と健康維持の両立のために 若村智子
いびきで知る，よい眠りとまずい眠り 池松亮子・田中宏和

招待席

従軍看護婦をテーマにしたラジオドラマを書く
東多江子さん
特別記事

横浜 CNRにおける看護学生ネットワーク 栗原房江
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A－LSD！ 病床からの誘惑・5――甲谷匡賛・志賀玲子
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看護師のためのセルフコーチング
自分の人生をコントロールするために・6――鱸伸子・柳澤厚生
患者・看護師双方のためのアクティビティケア・6――六角僚子
見えないものが見えてくる 「臨床感染症」とのつきあい方・6――今村顕史
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